
 

 

 

 

 

 

 

「令和５年度農林水産関係補正予算」の概要 

令和５年度農林水産関係補正予算が 11月 10日公表されましたのでお知らせします。 

令和５年度農林水産関係補正予算の概要（抜粋） 

総額 ８，１８２億円  公共：３，５９２億円  うち、食料安保構造転換対策：２，１１３億円  

物価高騰影響緩和対策：１，００１億円 

非公共：４，５９０億円    ＴＰＰ等関連対策：  ２，５２７億円 

 １ 食料安全保障の強化に向けた構造転換対策  

＜過度な輸入依存からの脱却に向けた構造転換対策＞  

○ 水田の畑地化や畑地化後の畑作物の定着までの一定期間の支援、麦・大豆等の国産シェア拡大のための作

付けの団地化、ブロックローテーション、保管施設の整備、商品開発、水田の汎用化・畑地化、畑地の高

機能化等の基盤整備 （畑地化促進事業 750億円等）等 

＜生産者の急減に備えた生産基盤の構造転換対策＞  

○ スマート技術等の導入に資するほ場の大区画化、情報通信基盤の整備、農業水利施設等の省力化・省エネ

化等による適切な保全管理 （省力化に対応した基盤の整備・保全 ＜公共＞ 460億円の内数）等 

＜国民一人一人の食料安全保障の確立に向けた食料システムの構造転換対策＞  

○ 適正取引の推進に向け、コスト指標の作成・検証や価格転嫁に関する実態調査、消費者等理解醸成のため

の広報等の取組の実施 （適正な価格形成と国民理解の醸成 5億円）等 

２ 物価高騰等の影響緩和対策  

○ 和牛肉の新規需要開拓、消費拡大やインバウンド需要の喚起 （和牛肉需要拡大緊急対策 50億円）等 

３ 「総合的なＴＰＰ等関連政策大綱」に基づく施策の実施  

○ 水田の汎用化・畑地化、畑地・樹園地の高機能化、草地整備、農地の大区画化や排水対策、水管理の省力

化の推進 （農業農村整備事業＜公共＞ 760億円） 

○ 収益力強化に計画的に取り組む産地の総合的支援、麦・大豆、園芸作物等の国産シェア拡大、果樹・茶等

の生産基盤の強化 （産地生産基盤パワーアップ事業 310億円）等 

４ 持続可能な成長に向けた農林水産施策の推進 

○ 家畜伝染病の発生予防とまん延防止のための農場の分割管理の導入や飼養衛生管理の向上、重要病害虫の

侵入・まん延の防止 （家畜伝染病・家畜衛生対策 100億円等 ）等 

５ 防災・減災、国土強靱化と災害復旧等の推進  

○ 農業用ダムの洪水調節機能の強化、防災重点農業用ため池の防災工事等、治山施設の整備等による流木・土

石流・山腹崩壊の抑制対策、防災・保水機能発揮のための森林整備、漁業地域における岩壁の耐震化、防波

堤の耐浪化対策 （農業水利施設、ため池等の対策＜公共＞ 857億円等）等 

 

※ 抜粋して記載していますので、詳細は農林水産省の HP をご覧下さい。 

https://www.maff.go.jp/j/budget/r5hosei.html 
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萩原さんは久喜市在住で、同市にビニルハウスを新設し、きゅ

うりを栽培する独立就農２年目の認定新規就農者です。 

実家は白岡市の非農家ですが、昔は祖父母が家庭菜園をやって

いて、近所に梨農家があるなど農業に従事している人が周囲にた

くさんいたそうです。大学卒業後の進路で悩んでいた時、祖父母

の家庭菜園だった畑がアパートになっていたり、梨農家も廃業し

たところが多く、このままでは農業がなくなってしまうとの思い

から自ら農業を始めることを決意されました。 

大学卒業後、農業を学ぶため久喜市にある農業生産法人に就職

しました。しかし、就農の相談に訪れた久喜市役所から「就農するな

らしっかり基礎を学ぶべき。」とのアドバイスを受け、同法人を退職し埼玉県農業大学校で農業全般の

基礎知識を１年間学びました。その後、就職の際に久喜市に移住していたこともあり、「久喜市明日の

農業担い手塾」に入塾し、２年間の研修後、令和４年７月に独立し就農しました。 

就農に当たり、必要な農地は、研修中に久喜市の仲介で借りていた 20aと、久喜市を経由して農地中

間管理機構から新たに借りた 60aを合わせて 80a確保することが出来ました。農業機械や資材は、農林

水産省の就農準備資金と経営開始資金を利用して購入しました。また、以前から営農するなら施設きゅ

うり一本で勝負しようと決めていたことから、日本政策金融公庫から融資を受けて令和５年３月に 15a

に５連棟のビニルハウスを新設しました。 

今年の夏、初めての収穫で一定の収量は得られましたが、労働力が夫婦だけのため、収穫から出荷ま

で目まぐるしく、計画的な栽培スケジュールが必要と

実感したとのことです。収穫したきゅうりは、主にＪ

Ａを通して青果市場に出荷し、規格外のものはＪＡの

直売所や市内のショッピングモールで販売しているそ

うです。 

将来の展望を聞くと、「今、作業工程のデータ収集を

しており、安定的に収量が取れるようなマニュアルを

作って農業は儲かることを示したい。ハウスをあと１

棟建てて人も雇ってみたい。」と語ってくれました。 

最後に、新たに就農を目指す人へ、「営農の技術や知

識を身に付けて就農することが大事。それと忍耐が必

要。」とのアドバイスをいただきました。 

 

きゅうりの定植準備中のビニルハウス 
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～作業データをマニュアル化し 
儲かる農業を目指す～ 
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埼玉県久喜市で、施設（ハウス）できゅうりを栽培する、就農２年目の若手農業者 

萩原直人さんをご紹介します。 

萩原 直人さん 
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